
熊
本
県
国
際
協
会
が
主
催
す

る
第
二
十
回
熊
本
国
際
交
流
祭

典
が
、
十
一
月
二
十
四
日
、
健

軍
商
店
街
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
催
し
は
、
様
々
な
国
と

の
交
流
団
体
が
参
加
し
て
、
バ

ザ
ー
、
グ
ル
メ
、
パ
ネ
ル
展
示
、

ス
テ
ー
ジ
披
露
な
ど
を
行
う
祭

典
で
、
当
協
会
も
グ
ル
メ
部
門

に
参
加
し
て
、
手
作
り
の
ワ
ン

タ
ン
ス
ー
プ
と
麻
花
（
マ
ー
フ
ァ
）

を
販
売
。

前
日
に
十
人
以
上
の
中
国
帰

国
者
の
皆
さ
ん
に
協
力
し
て
も

ら
い
、
丸
一
日
か
け
て
準
備
。

皮
か
ら
す
べ
て
手
作
り
の
ワ

ン
タ
ン
ス
ー
プ
は
味
の
評
判
も

上
々
。
麻
花
も
毎
年
出
品
し
て

い
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
「
前
に

買
っ
て
美
味
し
か
っ
た
か
ら
」

と
来
て
く
れ
る
固
定
客
も
で
き

ま
し
た
。

売
上
か
ら
経
費
を
差
し
引
い

た
収
益
金
は
、
県
国
際
協
会
を

通
じ
て
、
伊
豆
大
島
と
フ
ィ
リ

ピ
ン
の
台
風
災
害
義
援
金
に
寄

付
を
し
ま
し
た
。
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中国国旗や刺繍鞠を飾り付けた日
中協会のテント。ワンタンは茹で
たてを販売

ワ
ン
タ
ン
五
個
入
り

温
か
ス
ー
プ

他団体のテントも美味しそう

海外の雑貨などのバザーコーナー

煎
茶
体
験
コ
ー
ナ
ー

着付けコーナーで和服を着
せてもらった留学生たちが
楽しそうに談笑

民族衣装の子供たちの登場など、ステー
ジでも様々なイベントが披露されました



十
一
月
二
十
二
日
、
中
国
駐

福
岡
総
領
事
の
ご
尽
力
に
よ
り
、

中
国
か
ら
観
光
・
貿
易
な
ど
各

界
の
ト
ッ
プ
が
来
熊
さ
れ
、
松

橋
町
の
あ
つ
ま
る
レ
ー
ク
カ
ン

ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
で
日
中
親
善
ゴ

ル
フ
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

李
天
然
総
領
事
と
日
中
友
好

熊
本
県
議
会
議
員
連
盟
の
早
川

英
明
会
長
、
小
杉
直
顧
問
、
鬼

海
洋
一
幹
事
長
の
「
九
州
で
民

間
交
流
を
進
め
る
た
め
、
是
非

熊
本
で
も
ゴ
ル
フ
大
会
を
」
と

の
熱
い
思
い
が
切
っ
掛
け
と
な

り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
長
が
日
中
協

会
副
会
長
で
も
あ
る
、
熊
本
県

農
業
協
同
組
合
連
合
会
・
熊
本

県
商
工
会
議
所
連
合
会
・
日
中

友
好
熊
本
県
議
会
議
員
連
盟
と

当
協
会
の
四
団
体
共
催
で
こ
の

大
会
が
実
現
し
ま
し
た
。

ゴ
ル
フ
大
会
に
は
中
国
側
二

二
名
の
併
せ
て
四
八
名
が
参
加
。

小
杉
直
実
行
委
員
長
の
あ
い
さ

つ
で
開
会
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

西
聖
一
県
議
の
協
議
内
容
説
明

の
後
、
日
中
混
成
の
一
二
組
が

ア
ウ
ト
と
イ
ン
に
分
か
れ
、
李

天
然
総
領
事
ら
の
始
球
式
で
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

ゴ
ル
フ
大
会
の
後
、
会
場
を

熊
本
市
の
ホ
テ
ル
日
航
熊
本
に

移
し
、
日
中
親
善
交
流
会
を
開

催
。
交
流
会
に
は
熊
本
県
知
事

も
始
め
、
主
催
団
体
の
長
や
関

係
者
な
ど
ゴ
ル
フ
大
会
に
参
加

で
き
な
か
っ
た
方
も
含
め
、
総

勢
一
二
〇
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

北
京
で
開
催
さ
れ
た
第
三
回

東
ア
ジ
ア
武
術
交
流
大
会
で
金

メ
ダ
ル
を
受
賞
さ
れ
た
日
本
健

康
太
極
拳
協
会
熊
本
県
支
部
の

皆
様
に
よ
る
太
極
拳
表
演
や
熊

本
県
の
営
業
部
長
「
く
ま
モ
ン
」

の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
来
場
者

を
出
迎
え
、
和
や
か
な
ム
ー
ド

で
交
流
会
が
始
ま
り
ま
し
た
。

交
流
会
で
は
、
初
め
に
主
催

団
体
を
代
表
し
て
当
協
会
の
米

満
弘
之
会
長
が
「
中
国
か
ら
ご

来
熊
の
皆
様
方
を
心
か
ら
歓
迎

し
ま
す
。
日
中
の
国
と
国
と
の

関
係
で
、
市
民
レ
ベ
ル
の
交
流

こ
そ
が
最
も
大
事
で
す
。
ど
う

ぞ
楽
し
い
ひ
と
時
を
お
過
ご
し

に
な
り
、
日
中
交
流
を
深
め
て

下
さ
い
」
と
あ
い
さ
つ
。

平成２５年１２月１０日
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熱戦を前に張り切る参加者たち

実行委員長の小杉直県議（左）と
西聖一県議（中央）。右は通訳の
渡辺真弓さん

県
営
業
部
長
が
来
熊
者
を
歓
迎

当
日
は
晴
天
に
恵
ま
れ
、
鮮

や
か
な
緑
の
芝
生
で
参
加
者
た

ち
は
ゴ
ル
フ
を
楽
し
み
、
優
勝

者
の
小
杉
康
之
コ
ス
ギ
不
動
産

社
長
に
は
李
天
然
総
領
事
か
ら

優
勝
カ
ッ
プ
を
贈
ら
れ
ま
し
た
。

李
天
然
総
領
事
は
特
別
賞
と

し
て
、
く
ま
モ
ン
の
ゴ
ル
フ
バ
ッ

グ
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
、
大
喜

び
で
し
た
。

米満弘之会長



蒲
島
郁
夫
熊
本
県
知
事
と
李

天
然
総
領
事
の
来
賓
あ
い
さ
つ

の
後
、
熊
本
県
商
工
会
議
所
連

合
会
の
田
川
憲
生
会
長
の
乾
杯

の
音
頭
で
祝
宴
が
開
始
さ
れ
ま

し
た
。

乾
杯
後
す
ぐ
か
ら
、
初
対
面

の
方
同
士
の
名
刺
交
換
や
ゴ
ル

フ
の
話
題
で
、
会
場
は
大
賑
わ

い
。
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
歓
声
が

上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
熊
本
在
住
の
中
国
人

留
学
生
の
叶
俊
さ
ん
、
胡
一
輝

さ
ん
や
、
元
留
学
生
で
現
在
は

熊
本
で
就
職
し
て
い
る
鄧
敏
捷

さ
ん
に
、
会
場
内
に
用
意
し
た

ス
ク
リ
ー
ン
に
写
真
な
ど
を
映

し
な
が
ら
、
中
国
語
と
日
本
語

で
熊
本
で
の
生
活
を
紹
介
す
る

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
も
行
わ

れ
ま
し
た
。

熊
本
県
側
の
大
歓
迎
に
、
中

国
か
ら
来
熊
の
方
々
も
大
感
激
。

楽
し
い
時
間
は
あ
っ
と
い
う

間
に
過
ぎ
、
Ｊ
Ａ
熊
本
中
央
会

の
園
田
俊
宏
会
長
の
閉
会
の
辞

で
交
流
会
は
終
了
。
参
加
者
た

ち
は
名
残
惜
し
そ
う
に
会
場
を

後
に
し
ま
し
た
。

平成２５年１２月１０日
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会
報
86
号
で
ご
紹
介
し

た
協
会
実
施
の
バ
ザ
ー
出

品
協
力
者
の
欄
で
、
大
代

純
市
様
の
お
名
前
が
漏
れ

て
お
り
ま
し
た
。
謹
ん
で

お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

乾杯の音頭をとる熊本県商工
会議所連合会の田川憲生会長

「
大
変
忙
し
い
く
ま
モ
ン
と
県

知
事
が
そ
ろ
っ
て
参
加
し
て
い

る
の
は
、
こ
の
交
流
会
を
と
て

も
重
要
だ
と
思
っ
て
い
る
か
ら
」

と
蒲
島
郁
夫
熊
本
県
知
事

「
熊
本
の
皆
様
の
中
日
友
好

へ
の
熱
意
に
感
動
し
て
い
る
。

熊
本
ー
上
海
間
の
航
空
路
線

の
開
通
に
も
取
り
組
ん
で
い

る
」
と
李
天
然
総
領
事

元留学生会長の鄧敏捷さん

中
国
か
ら
伝
わ
り
、
日
本
で

も
広
く
知
ら
れ
て
い
る
太
極

拳
の
表
演

留
学
生
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
・
最
近
の
交
流
活
動
を
プ
ロ

ジ
ェ
ク
タ
ー
で
紹
介
し
な
が
ら
、

さ
ら
な
る
友
好
を
誓
い
ま
し
た

和やかなムードで
始まった交流会場



日
中
友
好
へ
の
思
い
を
、
中

国
の
思
い
出
を
交
え
な
が
ら
、

日
中
協
会
会
員
の
方
々
に
自
由

に
語
っ
て
も
ら
う
コ
ー
ナ
ー
で

す
。私

が
中
国
の
土
を
踏
ん
だ
の

は
、
二
〇
〇
七
年
十
月
。
上
海

の
空
港
で
機
内
か
ら
出
て
最
初

に
吸
っ
た
空
気
は
ゴ
ム
の
少
し

焦
げ
た
匂
い
だ
っ
た
よ
う
に
覚

え
て
い
ま
す
。

遠
か
っ
た
南
寧

飛
行
機
を
乗
り
継
い
で
三
時

間
半
、
南
寧
は
遠
い
な
ー
。
途

中
、
機
上
か
ら
夕
陽
も
見
ま
し

た
。日

中
国
交
正
常
化
二
十
五
周

年
記
念
で
県
議
団
の
方
々
と
Ａ

Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
博
覧
会
と
県
の
友
好

都
市
・
南
寧
の
皆
さ
ん
と
の
交

流
会
へ
の
参
加
が
私
の
中
国
の

旅
の
始
ま
り
で
す
。
夜
八
時
過

ぎ
に
着
い
た
ホ
テ
ル
は
玄
関
以

外
は
真
っ
暗
。
翌
朝
起
き
る
と

一
転
、
な
ん
と
美
し
い
公
園
の

中
に
立
っ
て
い
る
感
じ
。
聞
く

と
、
北
京
の
要
人
が
来
た
時
に

泊
ま
る
ホ
テ
ル
だ
と
か
。

博
覧
会
は
大
会
場
に
品
物
が

所
狭
し
と
溢
れ
、
野
外
展
示
場

に
は
ト
ラ
ッ
ク
や
農
機
具
が
並

び
、
ど
れ
無
骨
で
デ
ザ
イ
ン
も

い
ま
一
で
し
た
。

日
本
園
の
開
所
式
に
参
加

二
〇
一
〇
年
十
月
、
二
回
目

も
県
の
方
と
ご
一
緒
。
博
覧
会

見
学
と
「
日
本
園
」
の
開
所
式
、

そ
れ
に
知
事
自
ら
が
熊
本
県
産

の
お
米
を
売
り
込
む
と
い
う
企

画
に
参
加
。
博
覧
会
は
前
回
よ

り
も
規
模
が
大
き
く
、
展
示
物

も
洗
練
さ
れ
感
心
し
ま
し
た
。

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
各
国
の
ブ
ー
ス
も

広
か
っ
た
も
の
の
、
中
国
製
品

の
オ
ン
パ
レ
ー
ド
。
中
国
製
品

を
売
り
込
む
博
覧
会
だ
と
後
か

ら
聞
き
驚
き
で
し
た
。

日
本
園
は
開
所
式
が
行
わ
れ

た
も
の
の
、
工
事
が
遅
れ
一
部

の
出
店
で
ス
タ
ー
ト
。

こ
の
旅
行
で
県
日
中
協
会
の

方
と
同
行
し
た
の
が
協
会
入
会

の
き
っ
か
け
で
す
。

上
海
と
雲
南
に
「
大
き
な
差
」

昨
年
七
月
、
三
回
目
の
中
国

は
日
中
協
会
の
皆
さ
ん
と
お
と

も
し
、
市
民
レ
ベ
ル
の
交
流
会

な
ど
、
思
い
出
深
い
旅
で
し
た
。

最
後
に
、
先
日
「
雲
南
の
子
」

と
い
う
映
画
を
み
ま
し
た
。
中

国
は
広
い
国
だ
と
わ
か
り
ま
す

が
、
上
海
と
雲
南
の
差
が
あ
り

す
ぎ
る
と
思
い
ま
し
た
。
子
供

達
は
中
央
で
何
が
起
こ
っ
て
い

る
の
か
も
知
り
ま
せ
ん
。
で
も

広
い
中
国
で
は
ひ
と
に
ぎ
り
の

砂
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、

行
っ
て
み
た
い
。
謝
謝

平成２５年１２月１０日
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今
年
も
師
走
を
迎
え
、
い

つ
も
の
こ
と
な
が
ら
、
時
の

経
つ
の
の
早
さ
を
感
じ
ま
す
。

米
満
新
会
長
の
も
と
、
協

会
活
動
の
活
発
化
を
念
頭
に
、

機
関
紙
の
紙
面
で
は
会
員
の

方
が
語
る
「
中
国
へ
の
思
い
」

の
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
ま
し
た
。

協
会
員
の
方
が
で
き
る
だ

け
多
く
参
加
し
て
も
ら
う
機

会
を
、
と
の
願
い
か
ら
で
す
。

少
な
い
ス
タ
ッ
フ
は
多
忙
な

身
を
押
し
て
、
色
々
な
ア
イ

デ
ア
を
提
案
し
な
が
ら
、
そ

の
中
か
ら
出
来
る
範
囲
の
活

動
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

悩
み
の
種
は
、
企
画
の
実

働
部
隊
に
な
る
若
手
会
員
が

少
な
い
こ
と
で
す
。
入
会
し

た
く
な
る
よ
う
な
、
若
手
を

誘
う
た
め
の
魅
力
づ
く
り
が

求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、

役
員
一
同
、
十
も
承
知
で
す
。

来
年
も
避
け
て
通
れ
な
い
大

き
な
課
題
の
一
つ
に
な
り
そ

う
で
す
。
皆
様
の
お
知
恵
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

（
機
関
紙
編
集
委
員
会

・
小
串

照
彦)

編
集
後
記

名师出高徒

歓
迎
の
生
花
の
コ
サ
ー
ジ
ュ
を

参
加
者
一
人
一
人
の
胸
に

日本園のオープニングセレモニーの
様子。日本舞踊風（？）な踊りで大
歓迎を受けました

ＡＳＥＡＮ博覧会場からの眺め。
会場も周りも、綺麗に整備されて
いました


